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北海道西部日本海海域（以下，道西日本海）は，日本海北部に位置する国内最北のスルメイカ漁場

である．この海域に来遊するスルメイカの系群としては，漁期の前期に秋季発生群が，後期に冬季発

生群が来遊してくる（新谷 1967，木所ら 2003，坂口・中田 2006）． 
道西日本海におけるスルメイカの漁獲量は，1980 年代に減少したが，大きな減少を見せたのは 1984

～1986 年の 3 年間のみであった．1990 年代には，スルメイカの漁獲量は，約 3 万～2 万 5 千トンの

範囲で推移していたが，2004 年以降，2 万トンを下回る年が多くなった． 
本報告では，資源が減少した 1980 年代から 2000 年代における道西日本海のスルメイカ漁業の変化

についてとりまとめ，今後の資源動向を調べるための基礎資料とすることを目的とした． 
 

材料と方法 

 用いた資料のうち，スルメイカ漁獲量については，北海

道水産現勢を用いた（2007 年～2008 年は暫定値）．このう

ち 1984 年以前はイカ類，1985 年以降はスルメイカの集計

である．集計は，道西日本海を道南，道央，道北の 3 海域

に分けて海域別に行った（図 1）．海域別の集計は，道南が

檜山・渡島（松前・福島のみ）支庁，道央が後志・石狩支

庁，道北が留萌・宗谷（枝幸・浜頓別・猿払を除く）支庁

について行った．いか釣り漁船の許可隻数については，デ

ータが欠損した年もあるが，渡島・檜山・後志・石狩・留

萌・宗谷支庁がそれぞれ発行する「支庁の水産」から引用

した．主要水揚げ港である松前港・余市港・留萌港・稚内

港におけるイカ釣り漁船の操業隻数は，稚内水試，中央水

試，函館水試調べを用いた．操業隻数の集計開始年は松前

港が 1987 年から，余市港が 1992 年から，留萌港が 1990 年から，稚内港が 1992 年からとなってい

る．漁獲量と操業隻数から，主要港の CPUE（1 隻１晩あたりの水揚げ重量：kg）を年別，漁期別（前

期：6～8 月，後期：9～12 月）に求めた． 
 

結果 

漁業の概要 
 道西日本海におけるスルメイカの水揚げは，そのほとんどがいか釣り漁業によるものである（図 2）．
スルメイカの主な漁場は，道南では津軽海峡西部から檜山沿岸と奥尻島周辺海域，道央では積丹半島

周辺，道北は武蔵堆および利尻，礼文島周辺に形成される．いか釣り漁業の承認隻数の推移をみると 
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図1 北海道西部日本海に 
おける海域区分 
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図4 北海道西部日本海におけるスルメイカ漁獲量 
   上図（道西日本海合計），下図（上：道北，中：道央，下：道南） 
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（図 3），1980 年代以降ずっと減少していることが分かる．承認隻数は，資源が増加している期間も

減少が続いており，単価安や燃油代の高騰，漁業者の高齢化等，漁業経営上の影響が大きいと考えら

れる．道西日本海では，操業は夜間に行われ，昼間の操業はごく一部を除いて行われていない． 
 
年別漁獲量の変化 
 道西日本海のスルメイカ漁獲量は（図 4），1983 年の約 2 万 2 千トンから，1984～1986 年に約 5
千～1 万 2 千トンと減少した．その後増加に転じ，1991 年には約 4 万 5 千トンまで達した後，2 万～

3 万トン台で推移をしたが，2004 年以降は，2006 年を除いて，2 万トンを下回った状態が続いてい

る． 
 次に海域別にスルメイカ漁獲量の推移をみた．3 海域共に漁獲量は，1984～1986 年に減少をした．

その後，道南では，1996 年の約 2 万 1 千トンをピークとし，1 万トン台で推移をした．道央では，1991・
1992 年の約 1 万 6 千トンをピークとし，1999 年と 2003 年に約 1 万 3 千トンと漁獲の多い年もあっ

たが，約 7 千～8 千トンで推移した．道北では，1990・1991 年に約 1 万 3 千トンをピークとし，3
千～7 千トンで推移をした．2004 年と 2005 年には，道南と道央でスルメイカ漁獲量が減少をした．

2006 年に道南では漁獲量が増加したが，2007 年には道南・道央で再び減少をした． 
 
月別漁獲量の変化 
 1981 年から 2008 年までの月別漁獲量を海域ごとにみると（図 5），道南海域では，7 月に漁獲量の

ピークが来る年が多く，1980 年代，1990 年代，2000 年代を通じて共にその傾向が見られた．1991
年から 11 月の漁獲が増える傾向が見られ始め，2000 年と 2004 年には，11 月が漁獲のピークとなっ

た． 
道央海域では，1980 年代では 8 月に漁獲のピークが多かったが，1990 年以降 7 月に漁獲のピーク 

が来る年が多くなった．2000 年代になると 11 月にも漁獲のピークが見られる年が増加した． 
道北での漁獲のピークは 8月に来る年が多く，1990年代には 10月にピークが来る年が見られ始め，

2000 年代では 11 月にピークが来る年があった． 
 
主要港のCPUE 

 松前，余市，留萌，稚内港の漁獲努力量および CPUE（1 隻１晩あたりの漁獲量）について経年比

較を行った（図 6）． 
松前港の年間操業隻数は，調査を開始した 1987 年が最も多く，その後減少傾向が続いている．1990

年代の平均操業隻数は約 2 千隻で，2000 年代では約千隻であった．CPUE は，1987・1988 年には

160kg 前後であったが，1989 年に 300kg に増加した．その後は概ね 300kg 前後で推移し，2007 年

に 140kg に減少した．漁期前期と後期の CPUE を比べると，1991 年と 2000 年を除いて漁期前期の

方が高く，どの年も両者は同じ傾向で推移している．1999 年，2002 年，2006 年は漁期後期が前期よ

り大きく減少した． 
余市港の年間操業隻数は，1992 年の 2,201 隻から減少し，1993 年以降は約 900～1,500 隻で推移

している．CPUE は，1992 年に 1,400kg であったが，その後 1,000kg 前後で推移し，2005 年以降

800kg を下回っている．時期別の CPUE はすべての年で，漁期後期が前期よりも高く，その変動幅

も大きい．また，1990 年代の平均 CPUE は 2000 年代のそれに比べ，前期・後期ともに高かった． 
留萌港の年間操業隻数は，調査を開始した 1990 年には，2,227 隻あったが，その後急激に減少し，

1997 年には 429 隻となった．1998 年には 1,068 隻へ増加したが，近年は 600～700 隻で推移してい

る．留萌港の CPUE は 800kg から 1,200kg の間を増減して推移している．漁期前期と後期の CPUE
を比べると，漁期前期よりも後期の CPUE が高い年が多い．また 2001 年の漁期後期の CPUE は，

前期に比べて著しく低い値であった． 



図5 道西日本海における月別漁獲量 

（左：1980年代，中：1990年代，右：2000年代） 
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図6 道西日本海主要港における操業隻数および CPUE 
   左図：年間延隻数と CPUE 

右図：前期（6～8 月）と後期（9～12 月）における CPUE 
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稚内港の年間操業隻数は，年変動が大きく，1993 年の 456 隻が最も少なく，1999 年の 2,704 隻が

最も多かった．CPUE も年変動が大きく，1996 年の 3,415kg が最も高く，2006 年の 1,407kg が最も

低かった．漁期前期と後期の CPUE を比べると，漁期後期の CPUE が，前期のそれに比べて高い傾 
向が見られる．しかし，1994 年，1998 年および 2007 年では，漁期後期の CPUE が前期を下回った． 
 
まとめ 

1981 年～2008 年の北海道西部日本海海域におけるスルメイカ漁獲量の変化については，以下のよ

うな特徴であった． 
1． 1984 年～1986 年に漁獲量は大きく減少した． 
2． 漁獲量はその後増加し，1991 年にピークを迎えた後，比較的に安定して推移した． 
3． 2004 年以降，2006 年を除き，スルメイカ漁獲量が減少した状態が続いている． 
4． 道南海域では，1981 年～2008 年を通じて，7 月に漁獲量のピークが来る年が多い．1991 年以降

11 月の漁獲量が増える傾向が見られる． 
5． 道央海域では，1980 年代では 8 月に漁獲量のピークがあったが，1990 年代以降 7 月に漁獲量の

ピークが来る年が多くなった．2000 年代では，11 月に漁獲量のピークが来る年もあった． 
6． 道北海域では，8 月に漁獲量のピークが来る年が多い．1990 年代に 10 月にピークが来る年が見

られ始め，2000 年代には 11 月にピークが来る年が見られた． 
7． 主要港である松前港の CPUE は，漁期前期が漁期後期よりも高い値を示す年が多い． 



8． 余市港，留萌港，稚内港の CPUE は，漁期後期の方が漁期前期よりも高い値を示す年が多い． 
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